
平成 28 年度東京国際交流館において実施した交流事業等 

 

１．国際交流フェスティバル 

  東京国際交流館では、入居する外国人学生、日本人学生、研究者が相互交流を図るとともに、

近隣住民や大学生をはじめとする一般の方々に対し様々な国の文化に触れ合う機会を提供し、

国際理解を深めることを目的として国際交流フェスティバルを実施しています。 

 

「絆でつながる！世界の輪 15 周年夏休み」をテーマに、外国人、日本人双方が楽しめるよ

う、キャラクターショー、国際のど自慢大会、ボランティアによる日本文化紹介と体験、外国人

留学生による出身国・地域料理の紹介・販売を行うワールド・フードコート、盆踊りなどを通し

て、留学生と日本人学生や近隣地域の住民・ボランティア等との対話及び相互の理解と親善を深

める機会とした。 

「2016 年東京国際交流館国際交流フェスティバル」 

①日  程：平成 28 年 8 月 13 日（土） 

②会  場：全館 

③主  催：独立行政法人日本学生支援機構 

④参加人数：4,042 名 

         ⑤主な参加者：交流館居住者、近郊在住の学生・外国人留学生、一般来訪者等 

 

２．国際シンポジウム 

東京国際交流館では、国際交流推進のため、国内の大学・機関等の協力を得、国内外の留学

生交流等の関係者を招聘し、留学生・研究者宿舎の入居者を中心とした外国人留学生・研究者

及び日本人学生等を対象に、設定したテーマに則した国際シンポジウムを実施することにより、

相互の理解を深める機会を提供しています。 

 

世界中からインターネットを介して日本美術にアクセスできる現代において伝統美術が国

際社会でいかなる受容の文脈を形成しているのか、実際の作品に触れながら議論を深めた。 

「世界の中の日本美術」 

         ①日  程：平成 28 年７月 29 日（金） 

          ②会  場：プラザ平成 国際交流会議場 

     ③主  催：独立行政法人日本学生支援機構、学習院大学 

     ④後  援：文部科学省、外務省 

         ⑤参加人数：284 名 

         ⑥主な参加者：交流館居住者、大学等教育機関教職員、近郊在住の学生・外国人留

学生、近隣の住民等 

 

３．交流研究発表会 

東京国際交流館留学生・研究者宿舎に入居する外国人留学生、日本人学生、研究者等交流館

入居者が大学や研究機関等で研究している成果を所属大学・機関の枠を超えて、発表する機会を



提供することにより、入居者間の知的ネットワークの形成と研究交流を促進することを目的に、

入居者による研究発表会を実施しています。（平成１５年度より継続的に実施） 

 

  （１）第 52回 「What is my study?」 

①日  程：平成 28 年 5月 14 日（土） 

②会  場：プラザ平成 国際交流会議場、メインホワイエ 

③参加人数：166 名 

 

  （２）第 53回 「What is my study?」 

①日  程：平成 28 年 10 月 8日（土） 

②会  場：プラザ平成 国際交流会議場、メインホワイエ 

③参加人数：153 名 

 

  （３）第 54回 「国際理解ワークショップ」 

①日  程：平成 29 年 1月 14 日（土） 

②会  場：プラザ平成 メディアホール、国際交流会議場、メインホワイエ 

③参加人数：158 名 

 

４．国際塾 

東京国際交流館留学生・研究者宿舎に入居する外国人留学生、日本人学生、研究者等交流館

入居者が大学や研究機関等で研究している成果を所属大学・機関の枠を超えて、発表する機会を

提供することにより、入居者間の知的ネットワークの形成と研究交流を促進することを目的に、

入居者による研究発表会を実施しています。（平成１５年度より継続的に実施） 

 

  （１）第 38回 「外国人のための能体験教室・能楽鑑賞教室」 

①日  程：平成 28 年 6月 24 日（金） 

②会  場：国立能楽堂 

③参加人数：48 名 

④講    師：国立能楽堂 能楽師 

 

  （２）第 39回 「Follow your Dreams ～ やるか、やらないか。 ～」 

①日  程：平成 28 年 8月 20 日（土） 

②会  場：プラザ平成 国際交流会議場、メインホワイエ 

③参加人数：159 名 

④講    師：ブルース・ウィットレッド（BRUCE INTERFACE 代表取締役） 

 

  （３）第 40回 「復興を通じて私たちが目指すもの 〜女川町のまちづくり〜」 

①日  程：平成 29 年 2 月 2 日（木） 

②会  場：プラザ平成 国際交流会議場、メインホワイエ 



③参加人数：157 名 

④講    師：須田 善明（女川町長） 

 

５．国際研究交流大学村フォトコンテスト 

臨海副都心青海地区にある東京国際交流館は、日本科学未来館、産業技術総合研究所臨海副

都心センターとともに、国際研究交流大学村を組織しています。 

国際研究交流大学村では、国際研究交流大学村の活動を広く一般に紹介するとともに、外国

人留学生、日本人学生及び勤務する職員等の交流を深める機会としてフォトコンテストを実施

しています。 

 

① 日    程：平成28年10月29日（土）～11月9日（水）表彰式12月3日（木）） 

② 会    場：プラザ平成 

③ テ ー マ ：『私のお気に入り／My favorite things』 

④ 応募作品：114作品 

⑤ 投 票 数 ：255票 

 

６．その他の入居者交流事業 

東京国際交流館では、入居する各国・地域からの外国人留学生等入居者同士が交流を深め、

交流館での生活が実りあるものになることを目的に、東京国際交流館入居者を対象とした様々

なイベントを実施しています。 

① 春季ウェルカムパーティー＆バザー 平成 28 年 4月 26 日（土） 

② 七夕交流会      平成 28年 7月 2日（土） 

③ 秋季ウェルカムパーティ＆バザー  平成 28 年 10 月 20 日(木) 

④ クリスマス交流会     平成 28年 12 月 23 日（金・祝） 

⑤ お正月交流会      平成 29年 1月 15 日（土） 

⑥ 感謝祭 Love Our Home     平成 29年 3月 4日（土） 

 

７．その他 

 入居者が安心して生活できるよう 10 月 20 日（木）に防災訓練を行った。その他、外国人留

学生等が日本の社会・文化を体感できる機会を提供するためスタディツアーを企画し、9月 29

日（木）に「築地市場、東京スカイツリー及び国立西洋美術館見学」、12 月 8 日（木）に「染

色体験及び宇宙航空研究開発機構筑波宇宙センター見学」そして、2 月 8 日（水）に「農林水

産省植物工場 千葉大学拠点見学及びいちご新品種体験」を行った。また、東日本大震災後の

宮城県に足を運び、その土地の様々な人々との交流を通し、復興への取組みについて学ぶこと

で、知識や見識を高め、日本理解を促し、自身の在り方や社会の在り方について考える機会を

提供するため、3 月 1 日（水）～2 日（木）にスタディツアー（宮城編）を実施し、女川町並

びに石巻市雄勝小学校及び大川小学校を訪問し、震災発生時についての語り部の説明、各施設

等の見学を通し震災と津波被害及びそれからの復興に対する理解を深める機会を提供しまし

た。 

 


